
 

第４回 海岸保全施設における水門・陸閘等の維持管理マニュアル策定検討委員会 

議事メモ 

 

・日 時：平成２９年１２月５日（火） １３：００～１５：００ 

・場 所：中央合同庁舎第３号館 ４階 特別会議室 

・出席者：横田委員長、岩波委員、佐藤委員、水谷委員 他 

 

１．主な議事 

○事務局より、第３回検討委員会における委員からの主な意見とその対応について説

明した後、水門・陸閘等の点検・評価・長寿命化計画等について意見交換を行った。 

 

２．主な意見 

【論点 1：一般点検設備と簡易点検設備の分類】 

○施設の分類は最終的には海岸管理者に委ねられるが、海岸管理者によっては小規模

な動力式陸閘を多数管理している場合があるため、留意すべきである。 

 

【論点 2：災害に応じた臨時点検の点検内容】 

○高潮等の発生前に閉門操作、発生後に開門操作を実施した場合、発生後に閉門操作

を実施していないため、臨時点検における開閉操作を省略して問題ないか確認が必

要である。 

 

【論点 6：簡易点検設備の点検・評価・修繕】 

○水門・陸閘等の点検・修繕等の実態を踏まえ、簡易点検設備における管理運転点検

の頻度を検討すべき。 

 

【その他】 

○他分野との平仄を考慮した上で、マニュアル案中の「事後保全」の表現を検討する

こと。  

 

○水門・陸閘等の点検・評価に係る必要な資格について把握し、記載すること。 

 


